
本州の時代区分 年代（西暦） 北海道の時代区分 利尻島のおもな遺跡と文化財 そのほかの遺跡と文化財

旧石器時代
きゅうせっき

ひ　み　こ ぎ

やよい

むろまち

かまくら

へいあん

なら

あすか

こふん

あづち

えど

めいじ

たいしょう

しょうわ

へいせい

ももやま

白滝遺跡群

大正3遺跡（帯広）

北黄金貝塚（伊達）

三内丸山遺跡（青森）

三大ピラミッド建設
（エジプト）
上泊3遺跡（礼文）

鷲ノ木遺跡（森）
船泊遺跡（礼文）

国宝「中空土偶」（函館）
カリンバ遺跡（恵庭）

上泊3遺跡（礼文）
鈴谷貝塚（サハリン）

声問川大曲遺跡（稚内）
フゴッペ洞窟（余市）

モヨロ貝塚（網走）

目梨泊遺跡（枝幸）

元地遺跡（礼文）

中尊寺金色堂（岩手）

十三湊遺跡（青森）

五稜郭（函館）

1878 札幌時計台
1888 道庁赤れんが庁舎

きたこがね

わしのき

こいといがわおおまがり

めなしどまり

ちゅうそんじこんじきどう

とさみなと

ちゅうくうどぐう

さんないまるやま

縄文時代 縄文時代

・気候温暖化による海面上昇

・気候寒冷化による海面低下
・関東地方で大形貝塚つくら
れる

・稲作・金属器伝わる

弥生時代

239 卑弥呼、魏に遣使

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

安土・桃山時代

室町時代

江戸時代

（飛鳥時代）

ＢＣ25，000

ＢＣ10，000

ＢＣ7，000

ＢＣ4，000

ＢＣ3,000

ＢＣ2,000

ＢＣ1,000

ＢＣ300

紀元前（BC）

0

紀元後（AD）

AD400

600

800

1,200

1,300

1,600

1，868

1，925

2，000

栄町キャンプ場遺跡

旧石器時代

・貝塚が各地につくられる

・環状の盛土遺構やストーン
サークルがつくられる

かんじょう もりど い こう

草創期

早　期
・沼浦マール（火口跡）
利尻富士町役場遺跡

続縄文時代

擦文時代

アイヌ文化期

ぞくじょうもん

さつもん

あ べ の ひ ら ふ えんせい

1869 蝦夷地を「北海道」に改称

1972 札幌オリンピック

鉄鍋が流通し、土器の使用が終わる

1457 コシャマインの戦い
・チャシの築造
1669 シャクシャインの戦い

658 阿部比羅夫の遠征

・リイシリ運上屋跡とアイヌの集落（本泊）

・南浜獅子神楽富山県より伝わる
1913 鬼脇村役場庁舎 （現利尻島郷土資料館）

1974 国立公園指定
1995・2009 利尻富士町役場遺跡発掘調査

1808 会津藩士の墓（本泊、鴛泊、種富町）
1848 ラナルド・マクドナルド渡島（野塚）

・間宮・宗谷海峡が陸続きになる
・北海道が島となる

■営業期間／

古代の利尻へ、タイムスりっぷ ー「利尻の古代遺跡」展示パンフレットー

5月1日～10月31日
（ただし5月と10月の毎週月曜日は休館となります。）

（閉館時間17：00）
■入館時間／9：00～16：30

■料金（お一人様）／

※団体は30名様以上。

（隣には利尻富士温泉保養施設があります。）

一般

団体

300円

200円

大　人
200円

100円

中学生
100円

50円

小学生以下

原
始

古
代

中
世

前　期

中　期
・沼浦湿原、南浜湿原の誕生
野塚第2遺跡、種富原野遺跡

大磯1・2遺跡、種富町第1遺跡

野塚遺跡、大磯１遺跡

港町1遺跡

本泊遺跡

種屯内遺跡

亦稚貝塚

ペシ岬燈台遺跡

大磯2遺跡
種屯内遺跡

後　期

晩　期

オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
期

近
世

明治時代

大正時代

昭和時代

平成時代

近
代・現
代

え   ぞ   ち

みなみ はまししかぐら

うんじょうやあと

夕日ヶ丘展望台
●

至礼文島

●
フェリーターミナル

至稚内

鴛泊港

利尻島一周道路

至利尻空港

役場●

グランド●●テニスコート
●球場高山植物園

ペシ岬●

●
●

カルチャーセンター・りっぷ館

このパンフレットへの
ご意見、お問合せは、
利尻富士町教育委員会
までお寄せください。

〒097-0101 利尻富士町鴛泊字富士野6
TEL.0163-82-1370 
Email kyoui-shakyo@town.rishirifuji.hokkaido.jp

沼浦海水浴場遺跡

平成23年6月　【発行】利尻富士町教育委員会

カルチャーセンター&りっぷ館カルチャーセンター&りっぷ館
利尻富士町鴛泊字栄町
TEL.（0163）82-1721

・最終氷期（海面低下）
・気候温暖化による海面上昇

大磯2遺跡、種屯内遺跡

大磯2遺跡、ペシ岬遺跡

種屯内遺跡（アワビ貝塚）

利　島の歴史年表利　島の歴史年表利　島の歴史年表利　島の歴史年表

●キャンプ場ゆ～に

利尻富士温泉保養施設

オホーツク人の埋葬

利尻島では、旧石器時代から近世まで、
30ヵ所以上の遺跡が発見されているよ。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

栄町キャンプ場遺跡
港町１遺跡
利尻富士町役場遺跡
ペシ岬遺跡
野塚遺跡
鬼脇遺跡
沼浦海水浴場遺跡
政泊遺跡
亦稚貝塚
種屯内遺跡
種富原野遺跡
大磯1・2遺跡
本泊遺跡
リイシリ運上屋跡とアイヌの集落跡

オホーツク人の顔（復元想像図）
図出典：国立歴史民俗博物館2000年「北の島の縄文人」

　オホーツク人たちは、全体に顔が幅広く大きく鼻ぺちゃで平たいのが特徴
なんだ。この特徴は、シベリアや極東など寒い地域に住む人たちと共通して
いるといわれているんだよ。
　一方、続縄文人はというと、縄文人ゆずりの彫りの深い四角い顔立ちをし
ているから、擦文時代をへてアイヌの人たちにつながる人と考えられている
んだ。

続縄文人やオホーツク人は、アイヌの人たちなの？

・
続
縄
文
時
代
（
ぞ
く
じ
ょ
う
も
ん
じ
だ
い
）

本
州
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
相
当
す
る
北
海
道

の
先
史
文
化
で
、
基
本
的
に
は
縄
文
時
代
以
来
の
狩
猟
・

漁
労
・
採
集
を
踏
襲
し
た
生
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

・
鈴
谷
式
土
器
（
す
す
や
し
き
ど
き
）

サ
ハ
リ
ン
の
鈴
谷
貝
塚
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
3
〜
4
世
紀
頃

の
土
器
。
土
器
の
縁
に
沿
っ
て
小
さ
な
穴
を
貫
通
さ
せ
、
縄
を

押
し
付
け
た
り
、
櫛
目
文
様
を
つ
け
る
の
が
特
徴
で
、お
も
に

サ
ハ
リ
ン
や
道
北
に
分
布
す
る
。

・
カ
ラ
フ
ト
ブ
タ

オ
ホ
ー
ツ
ク
人
に
よ
っ
て
飼
育
さ
れ
た
家
畜
の
ブ
タ
（
イ
ノ
シ
シ

科
）で
、サ
ハ
リ
ン
の
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ
命
名
さ
れ
た
。
利

尻
・
礼
文
の
遺
跡
か
ら
も
頻
繁
に
発
見
さ
れ
る
。

・
骨
塚
（
こ
つ
づ
か
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
人
の
住
居
の
一
角
に
つ
く
ら
れ
た
祭
壇
。ヒ
グ
マ

の
頭
骨
で
構
成
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、シ
カ
や
ト
ド
な
ど

が
祀
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

・
土
師
器
（
は
じ
き
）

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
た
素
焼
き
の

土
器
。
土
器
に
は
ほ
と
ん
ど
文
様
が
な
く
、
甕
や
壺
、
坏
な
ど

の
形
が
あ
る
。

①
② ⑤

⑥

⑦⑧

⑨

⑩
⑪

⑫
⑬
⑭

姫沼

利尻山（1721ｍ）

オタトマリ沼

郷土資料館■

■博物館

ペシ岬

鴛泊

仙法志

鬼脇

沓形

③
④

たねとんない

く
し
め

か
め　
　

つ
ぼ

つ
き

用
語
か
い
せ
つ

〜利尻島・古代遺跡マップ〜

・
海
獣
（
か
い
じ
ゅ
う
）

海
を
お
も
な
生
活
の
場
と
す
る
哺
乳
類
を
ま
と
め
て
呼
ん
だ

も
の
。イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
、ジ
ュ
ゴ
ン
、ア
シ
カ
や
ア
ザ
ラ
シ
、ラ
ッ
コ

な
ど
を
さ
す
。ト
ド
や
オ
ッ
ト
セ
イ
は
、ア
シ
カ
の
仲
間
。

・
擦
文
文
化
（
さ
つ
も
ん
ぶ
ん
か
）

7
〜
13
世
紀
に
か
け
て
、
本
州
古
代
文
化
の
強
い
影
響
で
成

立
。
土
器
か
ら
は
縄
文
が
消
え
、
住
居
に
は
カ
マ
ド
が
据
付
け

ら
れ
、
鉄
器
が
広
く
普
及
し
た
。
擦
文
と
は
、
土
器
に
つ
け
ら

れ
た
擦
痕
に
由
来
す
る
。

さ
っ
こ
ん

たくさん
見つかって

いるのね。

まだ見つかっ
て

いない遺跡が
ある

かもしれない
ね


